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研究の目的～GRBとは？～

非常に短い時間変動を伴う
数秒～数百秒

宇宙最大の爆発現象
1052[erg]=1045[J]

等方的に１日に１回発生
発生メカニズムが不明
→GRBの偏光が観測されれば説明が
つく有力な理論モデルがある

図：GRBの想像図



図：GAPとその電源

GRB偏光検出器

世界初の本格的な偏光検出器

 IKAROSに搭載されている
小型ソーラーセイル実証機

(Interplanetary Kite-craft Accelerated by Radiation Of the Sun) 

図：小型ソーラーセイル実証機
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GAPから新型検出器へ

GAP 新型検出器 性能差

M ０.３０ ０.５３ １.８倍

η ０.１７ ０.２ １.２倍

S[cm２] １５４ ９００ ５.８倍
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図：GAPの構造図

最小偏光感度MDP
(Minimum Detectable Polarization )は
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図：新型検出器の構造図



MPPCについて
MPPC(Multi-Pixel Photon Counter)は複数のAPDからなる新
しい光子検出器

低電圧で動作(約70V)
高い増倍率 10５～10６

小型・軽量(約0.4ｇ)
量子効率が高い
衝撃に強い

３×３mm

図：MPPCとその拡大写真

図：MPPCの検出効率

6.5×6
mm



MPPCの動作実験

S10362‐33 ‐025C ‐050C ‐100C

受光面[mm] ３×３ ３×３ ３×３

ピクセル数 14000 3600 900

ピクセルサイズ[μm] 25×25 50×50 100×100

開口率[%] 30.8 61.5 78.5

増倍率 2.75×１０５ 7.5×１０５ 2.4×１０６

 MPPCの性能と温度の関係

→恒温槽で－20～＋20℃（10℃刻み）

 3種類のMPPCを比較

→同じシンチレータを異なるMPPCに装着

表：３種類のMPPC図：実験に用いた恒温槽

図：回路に取り付けたMPPC
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実験結果

９００pixel＋CsI
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 ０.１Vでノイズレベルが変化

 ノイズレベルに温度依存性

 ピクセルが少ない→ノイズ少

 ピクセル数によって最適電圧が
違う



MPPCの温度ーノイズレベルの詳細な関係

→温度に合わせて電圧を自動制御

MPPCと異なるシンチレータを用いた比較実験

→最適な組み合わせを決定

 ４×４の回路作成とシグナルの読み出し

図５：４×４の検出回路




